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1. 2026年12月期第2四半期（中間期）の連結業績（2026年1月1日～2026年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期中間期 43,673 3.3 2,557 10.4 2,650 10.5 1,970 6.2

2025年12月期中間期 42,268 5.0 2,316 47.3 2,398 40.5 1,855 46.5

（注）包括利益 2026年12月期中間期　　2,209百万円 （20.0％） 2025年12月期中間期　　1,841百万円 （4.8％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2026年12月期中間期 35.06 ―

2025年12月期中間期 32.57 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2026年12月期中間期 55,815 28,240 49.2

2025年12月期 59,235 26,976 44.2

（参考）自己資本 2026年12月期中間期 27,446百万円 2025年12月期 26,183百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 ― ― ― 11.00 11.00

2026年12月期 ― ―

2026年12月期（予想） ― 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2026年12月期の連結業績予想（2026年 1月 1日～2026年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 89,000 1.6 3,950 △4.5 4,000 △6.8 2,900 △6.5 51.47

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期中間期 65,586,196 株 2025年12月期 65,586,196 株

② 期末自己株式数 2026年12月期中間期 9,889,121 株 2025年12月期 9,239,744 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年12月期中間期 56,208,246 株 2025年12月期中間期 56,987,240 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の増加などにより、緩やか

な回復基調で推移しました。一方で、不安定な国際情勢を背景とした原材料・エネルギー価格の高騰や、継続的な物

価上昇などにより、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

このような経営環境の下、当社グループは、グループの健全かつ持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を図る

べく、長期ビジョン「ＮＥＸＴ100」で掲げた３つの重要課題を軸として、「中期経営計画2028」の目標達成に向けた

取組みを引き続き進めてまいりました。

これらの結果、当中間連結会計期間の売上高は、43,673百万円（前年同期比3.3％増）となりました。利益面では、

営業利益は2,557百万円（前年同期比10.4％増）、経常利益は2,650百万円（前年同期比10.5％増）となりました。ま

た、親会社株主に帰属する中間純利益は1,970百万円（前年同期比6.2％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

販売実績

セグメントの名称 アイテム

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

(百万円)

前年同期比
(％)

酒類 和酒部門 焼酎 17,387 101.2

チューハイ 9,741 103.3

清酒 1,748 102.4

合成清酒 861 102.5

販売用アルコール 6,933 100.7

みりん 163 96.6

36,836 101.7

洋酒部門 2,778 111.6

その他の部門 382 111.3

39,997 102.4

酵素医薬品 2,966 117.8

不動産 665 100.7

その他 43 97.9

合 計 43,673 103.3

【酒類事業】

酒類事業につきましては、国内の人口減少や少子高齢化、飲酒機会の減少に加え、物価上昇による節約志向の高ま

りから、競争が益々激化しております。このような環境の下、売上高は39,997百万円(前年同期比2.4％増)となりまし

た。また、利益面につきましては、1,219百万円の営業利益(前年同期比9.8％減）となりました。

和酒部門のうち焼酎につきましては、ＰＢ商品は減少したものの、甲類乙類混和焼酎「すごむぎ」「すごいも」シ

リーズ、本格焼酎「博多の華」シリーズが好調に推移したため、売上高は増加いたしました。同カテゴリーでは、ア

ロマホップやエール酵母、複数のボタニカルを使用した本格焼酎「ここよい（ＫＯＫＯＹＯＩ）600ｍｌ」が、「第98

回ジャパン・フード・セレクション」において、“香りが華やかで焼酎のイメージを大きく変える新しいジャンルの

誕生”と高く評価され、最高位のグランプリを受賞いたしました。

チューハイなどのＲＴＤ分野につきましては、ＰＢ商品や、日本各地の厳選素材を使用したチューハイ「ＮＩＰＰ

ＯＮ ＰＲＥＭＩＵＭ」シリーズなどが好調に推移したことにより、売上高は増加いたしました。「ＮＩＰＰＯＮ

ＰＲＥＭＩＵＭ」シリーズにおきましては、「奈良県産鶯宿梅（おうしゅくばい）」を発売するなど、ラインアップ

強化を図っております。

清酒につきましては、ＮＢ商品、ＰＢ商品ともに増加したため、売上高は増加いたしました。

販売用アルコールにつきましては、工業用アルコールが減少したものの、酒類原料用アルコールが好調に推移し、

売上高は増加いたしました。

洋酒部門につきましては、原料用洋酒が減少したものの、炭酸水で割るだけで手軽に居酒屋の味わいを家で楽しむ
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ことができるチューハイの素や、ハイボールに最適なウイスキー「香薫（こうくん）」などが好調に推移したことに

より、売上高は増加いたしました。

【酵素医薬品事業】

酵素医薬品事業につきましては、酵素部門における海外での販売が好調に推移したため、売上高は2,966百万円(前

年同期比17.8％増)、営業利益は936百万円(前年同期比64.6％増)となりました。

【不動産事業】

不動産事業につきましては、売上高は665百万円(前年同期比0.7％増)、営業利益は396百万円(前年同期比1.7％増)

となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債および純資産の状況

当中間連結会計期間末の総資産につきましては、55,815百万円となり、棚卸資産が増加したものの、売上債権が減

少したため、前連結会計年度末と比較し3,420百万円の減少となりました。

負債につきましては、27,575百万円となり、短期借入金が増加したものの、未払酒税や未払金が減少したため、前

連結会計年度末と比較して4,684百万円の減少となりました。

純資産につきましては、28,240百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,264百万円の増加となりました。これ

は主に利益剰余金の増加によるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は826百万円となり、前連結会計年度末と比較して53百万

円の減少となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、35百万円（前年同期比412百万円の収入増）の収入となりました。収入の主

な内訳は、売上債権の減少額5,037百万円および税金等調整前中間純利益2,706百万円であり、支出の主な内訳は、未

払酒税の減少額3,728百万円および棚卸資産の増加額1,829百万円であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出1,110百万円などにより、1,109百万円（前年同

期比132百万円の支出減）の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、1,021百万円（前年同期比513百万円の収入減）の収入となりました。収入

の主な内訳は、短期借入金の増加額2,500百万円であり、支出の主な内訳は、配当金の支払額626百万円、自己株式の

取得による支出316百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、2026年２月10日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 884 831

受取手形及び売掛金 19,727 14,690

商品及び製品 7,066 8,666

仕掛品 267 369

原材料及び貯蔵品 1,087 1,216

その他 457 457

貸倒引当金 △17 △13

流動資産合計 29,473 26,218

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 29,649 29,636

減価償却累計額 △20,638 △20,787

建物及び構築物（純額） 9,011 8,849

機械装置及び運搬具 36,512 36,525

減価償却累計額 △31,512 △31,946

機械装置及び運搬具（純額） 5,000 4,579

土地 9,518 9,518

建設仮勘定 56 241

その他 2,016 2,070

減価償却累計額 △1,569 △1,630

その他（純額） 447 440

有形固定資産合計 24,033 23,628

無形固定資産

その他 314 252

無形固定資産合計 314 252

投資その他の資産

投資有価証券 4,361 4,747

繰延税金資産 467 424

その他 603 564

貸倒引当金 △19 △19

投資その他の資産合計 5,413 5,716

固定資産合計 29,762 29,597

資産合計 59,235 55,815
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,136 4,540

電子記録債務 2,250 1,865

短期借入金 1,950 4,450

未払金 5,247 3,941

未払酒税 8,774 5,045

未払法人税等 821 731

賞与引当金 64 62

役員賞与引当金 35 19

株主優待引当金 19 －

設備関係支払手形 75 －

設備関係電子記録債務 221 25

その他 1,980 1,298

流動負債合計 26,577 21,980

固定負債

長期借入金 600 300

長期預り金 3,080 3,084

繰延税金負債 262 428

役員株式給付引当金 99 104

退職給付に係る負債 1,497 1,522

資産除去債務 36 36

その他 106 116

固定負債合計 5,682 5,594

負債合計 32,259 27,575

純資産の部

株主資本

資本金 6,946 6,946

資本剰余金 5,640 5,641

利益剰余金 14,755 16,101

自己株式 △2,836 △3,151

株主資本合計 24,505 25,537

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,685 2,013

繰延ヘッジ損益 113 13

退職給付に係る調整累計額 △121 △118

その他の包括利益累計額合計 1,677 1,908

非支配株主持分 793 794

純資産合計 26,976 28,240

負債純資産合計 59,235 55,815
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

売上高 42,268 43,673

売上原価 34,553 35,496

売上総利益 7,714 8,177

販売費及び一般管理費 5,397 5,620

営業利益 2,316 2,557

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 46 56

持分法による投資利益 69 53

受取賃貸料 29 29

為替差益 17 12

雑収入 28 55

営業外収益合計 191 207

営業外費用

支払利息 64 76

操業休止等経費 15 15

債権流動化契約料 13 －

雑損失 17 21

営業外費用合計 109 114

経常利益 2,398 2,650

特別利益

固定資産売却益 119 69

投資有価証券売却益 － 19

その他 1 －

特別利益合計 120 89

特別損失

固定資産除売却損 15 31

保険解約損 8 －

その他 － 2

特別損失合計 23 33

税金等調整前中間純利益 2,495 2,706

法人税等 643 728

中間純利益 1,852 1,978

非支配株主に帰属する中間純利益又は
非支配株主に帰属する中間純損失（△）

△3 7

親会社株主に帰属する中間純利益 1,855 1,970
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

中間純利益 1,852 1,978

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 109 329

繰延ヘッジ損益 △120 △100

退職給付に係る調整額 5 2

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 △0

その他の包括利益合計 △11 231

中間包括利益 1,841 2,209

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,843 2,201

非支配株主に係る中間包括利益 △2 8
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 2,495 2,706

減価償却費 961 1,024

のれん償却額 1 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 29 29

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △4

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24 △15

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △78 5

株主優待引当金の増減額（△は減少） △24 △19

受取利息及び受取配当金 △46 △56

支払利息 64 76

持分法による投資損益（△は益） △69 △53

固定資産売却益 △119 △69

固定資産除売却損 15 31

投資有価証券売却損益（△は益） － △19

保険解約損益（△は益） 8 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,609 5,037

棚卸資産の増減額（△は増加） △371 △1,829

仕入債務の増減額（△は減少） △344 △981

未払消費税等の増減額（△は減少） △336 △634

未払酒税の増減額（△は減少） △3,130 △3,728

その他 △670 △906

小計 △33 591

利息及び配当金の受取額 197 201

利息の支払額 △83 △98

保険金の受取額 80 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △538 △658

営業活動によるキャッシュ・フロー △377 35
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(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年６月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △1,234 △1,110

固定資産の売却による収入 182 70

固定資産の除却による支出 △27 △78

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 － 28

その他 △158 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,241 △1,109

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,800 2,500

長期借入金の返済による支出 △300 △300

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △23 △46

自己株式の取得による支出 △357 △316

配当金の支払額 △575 △626

非支配株主への配当金の支払額 △3 △3

その他 △5 △186

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,534 1,021

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △85 △53

現金及び現金同等物の期首残高 882 879

現金及び現金同等物の中間期末残高 797 826



オエノンホールディングス株式会社(2533) 2026年12月期 第２四半期（中間期）決算短信

― 10 ―

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年５月12日開催の取締役会決議に基づき、当中間連結会計期間において、自己株式649,300株の取

得を行っております。この結果、当中間連結会計期間において、自己株式が314百万円増加し、当中間連結会計期

間末において自己株式が3,151百万円となっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年１月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

酒類
酵素
医薬品

不動産 合計

売上高

外部顧客への売上高 39,044 2,517 660 42,223 44 ― 42,268

セグメント間の
内部売上高又は振替高

12 ― ― 12 5 △17 ―

計 39,057 2,517 660 42,236 49 △17 42,268

セグメント利益 1,352 568 389 2,310 6 ― 2,316

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業・荷役業等であります。

２ 調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年１月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

酒類
酵素
医薬品

不動産 合計

売上高

外部顧客への売上高 39,997 2,966 665 43,629 43 ― 43,673

セグメント間の
内部売上高又は振替高

6 ― ― 6 ― △6 ―

計 40,004 2,966 665 43,636 43 △6 43,673

セグメント利益 1,219 936 396 2,551 5 ― 2,557

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業・荷役業等であります。

２ 調整額は、セグメント間の取引消去であります。

３ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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１．要約連結損益計算書
単位：百万円

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

自 2025年 1月 1日 自 2026年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至 2025年 6月30日 至 2026年 6月30日

酒類事業 39,044 39,997 952 102.4

酵素医薬品事業 2,517 2,966 449 117.8

不動産事業その他 705 709 3 100.6

42,268 43,673 1,405 103.3

売上原価 34,553 35,496 942 102.7

7,714 8,177 462 106.0

販売費及び一般管理費 5,397 5,620 222 104.1

酒類事業 1,352 1,219 △ 132 90.2

酵素医薬品事業 568 936 367 164.6

不動産事業その他 396 401 5 101.4

2,316 2,557 240 110.4

営業外収益 191 207 16 108.4

営業外費用 109 114 4 104.0

2,398 2,650 251 110.5

特別利益 120 89 △ 30 74.3

特別損失 23 33 10 144.3

2,495 2,706 210 108.4

法人税等合計 643 728 84 113.2

1,852 1,978 125 106.8

非支配株主に帰属する中間純利益 △ 3 7 10        -

1,855 1,970 115 106.2

32.57 35.06 2.49 107.6

451 525 74 116.6

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

1株当たり中間純利益（円）

設備投資額

税金等調整前中間純利益

親会社株主に帰属する中間純利益

中間純利益

- 1 -



２．要約連結損益計算書（当四半期）
単位：百万円

前第2四半期
連結会計期間

当第2四半期
連結会計期間

自 2025年 4月 1日 自 2026年 4月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至 2025年 6月30日 至 2026年 6月30日

酒類事業 21,160 20,589 △ 571 97.3

酵素医薬品事業 1,331 1,462 131 109.9

不動産事業その他 352 355 2 100.6

22,844 22,406 △ 437 98.1

売上原価 18,374 18,229 △ 145 99.2

4,469 4,177 △ 292 93.4

販売費及び一般管理費 2,849 2,887 37 101.3

酒類事業 1,114 583 △ 530 52.4

酵素医薬品事業 307 506 198 164.5

不動産事業その他 197 199 1 101.0

1,619 1,289 △ 330 79.6

営業外収益 116 107 △ 8 92.5

営業外費用 52 59 6 111.6

1,683 1,337 △ 345 79.5

特別利益 110 89 △ 21 80.7

特別損失 22 32 9 139.7

1,771 1,395 △ 376 78.8

法人税等合計 449 358 △ 90 79.8

1,321 1,036 △ 285 78.4

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 5 3 249.9

1,319 1,030 △ 288 78.1

23.15 18.37 △ 4.78 79.4

親会社株主に帰属する四半期純利益

1株当たり四半期純利益（円）

四半期純利益

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

税金等調整前四半期純利益
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３．セグメント別売上高
単位：百万円

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

自 2025年 1月 1日 自 2026年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至 2025年 6月30日 至 2026年 6月30日

17,175 17,387 212 101.2

(5,920) (5,895) (△ 25) (99.6)

(11,254) (11,492) (237) (102.1)

9,433 9,741 308 103.3

1,707 1,748 40 102.4

840 861 20 102.5

6,884 6,933 49 100.7

169 163 △ 5 96.6

2,490 2,778 288 111.6

343 382 38 111.3

39,044 39,997 952 102.4

2,517 2,966 449 117.8

660 665 4 100.7

44 43 △ 0 97.9

42,268 43,673 1,405 103.3

販 売 用 ア ル コ ー ル

洋 酒

酒 類 計

そ の 他

酵 素 医 薬 品

み り ん

そ の 他

合 計

不 動 産

焼 酎

チ ュ ー ハ イ

清 酒

合 成 清 酒

（ 甲 類 焼 酎 ）

（ 乙 類 焼 酎 ）

- 3 -



４．利益増減要因
単位：百万円

利益増減（△) 主な増減要因

酒類事業 △ 132 売上高増加による総利益増+110

販売単価の上昇による総利益増+250

原材料コストの上昇による原価増△380

人件費など販管費の増△150

製品構成による影響等+38

酵素医薬品事業 367 輸出酵素及び発酵受託の増

不動産事業その他 5

240

営業外収益 16 補助金等による増

営業外費用 △ 4 債権譲渡契約手数料の減等

251

特別利益 △ 30 固定資産売却益の減

特別損失 △ 10 固定資産処分損の増

210

法人税等 △ 84

125

非支配株主に帰属する中間純利益 △ 10

115

税金等調整前中間純利益

親会社株主に帰属する中間純利益

営業利益

経常利益

中間純利益

- 4 -



５．要約連結貸借対照表
単位：百万円

前連結会計年度 当中間連結会計期間

2025年12月31日 2026年6月30日

(資産の部)

現金及び預金 884 831 △ 53 94.0

受取手形及び売掛金 19,727 14,690 △ 5,037 74.5 季節要因による売上高減

棚卸資産 8,422 10,251 1,829 121.7

その他 457 457 0 100.1

貸倒引当金 △ 17 △ 13 4        -

流動資産合計 29,473 26,218 △ 3,255 89.0

　建物 7,660 7,534 △ 126 98.4

　土地 9,518 9,518 - 100.0

　その他 6,854 6,575 △ 279 95.9

有形固定資産計 24,033 23,628 △ 405 98.3

無形固定資産 314 252 △ 62 80.3

　投資有価証券 4,361 4,747 385 108.8 時価の上昇による増

　長期前払費用 437 397 △ 40 90.8

　繰延税金資産 467 424 △ 43 90.7

　その他 166 167 1 100.6

　貸倒引当金 △ 19 △ 19 -        -

投資その他の資産計 5,413 5,716 303 105.6

固定資産合計 29,762 29,597 △ 164 99.4

資産合計 59,235 55,815 △ 3,420 94.2

主な増減要因増減（△)
前年対比

（％）
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単位：百万円

前連結会計年度 当中間連結会計期間

2025年12月31日 2026年6月30日

(負債の部)

支払手形及び買掛金 7,387 6,406 △ 981 86.7

短期借入金 1,950 4,450 2,500 228.2

未払金 5,247 3,941 △ 1,305 75.1

未払酒税 8,774 5,045 △ 3,728 57.5 季節要因による売上高減

その他 3,217 2,137 △ 1,080 66.4 未払消費税、設備支払手形の減

流動負債合計 26,577 21,980 △ 4,596 82.7

長期借入金 600 300 △ 300 50.0

その他 5,082 5,294 212 104.2

固定負債合計 5,682 5,594 △ 87 98.5

負債合計 32,259 27,575 △ 4,684 85.5

(純資産の部)

資本金 6,946 6,946 - 100.0

資本剰余金 5,640 5,641 1 100.0

利益剰余金 14,755 16,101 1,345 109.1

自己株式 △ 2,836 △ 3,151 △ 314        -

株主資本合計 24,505 25,537 1,032 104.2

その他有価証券評価差額金 1,685 2,013 328 119.5

繰延ヘッジ損益 113 13 △ 100 11.5

退職給付に係る調整累計額 △ 121 △ 118 2        -

その他の包括利益累計額合計 1,677 1,908 230 113.7

非支配株主持分 793 794 0 100.1

純資産合計 26,976 28,240 1,264 104.7

負債純資産合計 59,235 55,815 △ 3,420 94.2

44.2 49.2 5.0自己資本比率（％）

主な増減要因増減（△)
前年対比

（％）
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６．連結業績予想
単位：百万円

前連結会計年度 当連結会計年度

自　2025年 1月 1日 自　2026年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至  2025年12月31日 至  2026年12月31日

酒類事業 81,570 82,240 669 100.8

酵素医薬品事業 4,644 5,335 690 114.9

不動産事業その他 1,415 1,424 9 100.7

87,630 89,000 1,369 101.6

売上原価 72,168 73,228 1,059 101.5

15,462 15,771 309 102.0

販売費及び一般管理費 11,325 11,821 495 104.4

酒類事業 2,555 1,900 △ 655 74.3

酵素医薬品事業 807 1,270 462 157.3

不動産事業その他 773 780 6 100.9

4,136 3,950 △ 186 95.5

営業外損益 154 50 △ 104 32.3

4,291 4,000 △ 291 93.2

特別損益 △ 156 △ 100 56        -

4,134 3,900 △ 234 94.3

法人税等合計 1,067 994 △ 72 93.2

3,066 2,905 △ 161 94.7

非支配株主に帰属する当期純利益 △ 35 5 40        -

3,102 2,900 △ 202 93.5

税金等調整前当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

当期純利益
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７．予想売上高
単位：百万円

前連結会計年度 当連結会計年度

自　2025年 1月 1日 自　2026年 1月 1日 増減（△) 前年対比（％）
至  2025年12月31日 至  2026年12月31日

36,352 36,496 143 100.4

(12,173) (12,070) (△ 103) (99.2)

(24,179) (24,426) (246) (101.0)

19,677 20,205 527 102.7

3,584 3,595 10 100.3

1,844 1,831 △ 13 99.3

13,553 13,308 △ 244 98.2

379 354 △ 25 93.3

5,392 5,604 212 103.9

786 844 58 107.5

81,570 82,240 669 100.8

4,644 5,335 690 114.9

1,322 1,331 8 100.6

92 93 0 101.0

87,630 89,000 1,369 101.6

そ の 他

合 計

不 動 産

酵 素 医 薬 品

み り ん

販 売 用 ア ル コ ー ル

洋 酒

焼 酎

チ ュ ー ハ イ

清 酒

合 成 清 酒

（ 甲 類 焼 酎 ）

（ 乙 類 焼 酎 ）

酒 類 計

そ の 他
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